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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 7,351 △5.6 176 △20.2 230 262.4 156 424.7

29年３月期第２四半期 7,783 △6.5 220 ― 63 ― 29 ―
(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 392百万円( ―％) 29年３月期第２四半期 △111百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 3.13 ―

29年３月期第２四半期 0.59 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 26,030 19,521 75.0

29年３月期 25,366 19,229 75.8
(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 19,521百万円 29年３月期 19,229百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 2.00 ― 2.00 4.00

30年３月期 ― 2.00

30年３月期(予想) ― 3.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,500 5.7 600 183.4 600 104.8 450 10.0 8.97
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 54,772,564株 29年３月期 54,772,564株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 4,622,118株 29年３月期 4,622,118株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 50,150,446株 29年３月期２Ｑ 50,967,146株
　

　

※ この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績予想等は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、当

社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因により予想とは異
なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

連結 [減収・減益]

当社グループは、フラットパネルディスプレイを中心とした事業からIoT関連企業へのビジネス進化を目指し、平

成29年３月期より第四次中期経営計画（平成29年３月期〜平成31年３月期）を推進しております。フィルム事業、

データキッチン事業、コンサルティング事業の３つに事業を再編し、付加価値及び収益力の向上を目指します。本

年度は同計画の２年目となり、フィルム事業は引き続きIoT技術に使用される高付加価値品の販売強化、データキッ

チン事業は３Ｄデータ活用を各業界へ推進し、関連ソフトウェアの開発に注力、コンサルティング事業は製造業向

けコミュニケーションデザイン製品の開発および販売を展開しております。

北米工場製造品は、IoT関連製品を中心に堅調に推移しました。新設したコンパクトな製造ラインを活かし、事業

の更なる拡大を図ります。また、ウィンドウフィルム製品は、欧州市場で好調に推移しました。しかしながら、IoT

関連製品向け高付加価値品の販売において生産調整の影響があり、回復傾向ではあるものの全体では低調に推移し

たことにより減収減益となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は7,351百万円（前年同四半期比5.6％減）、営業利益

は176百万円（同20.2％減）、経常利益は230百万円（同262.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は156百

万円（同424.7％増）となりました。

　

個別 [減収・増益]

IoT 関連製品向け高付加価値品の販売において生産調整の影響があり、回復傾向ではあるものの全体では低調

に推移したことにより減収となりましたが、販売費及び一般管理費の減少により増益となりました。

これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は6,727百万円（前年同四半期比6.4％減）、営業利益は

210百万円（同35.5％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債、純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産、負債、純資産の状況は以下のとおりであります。なお、比較増減額

はすべて前連結会計年度末を基準としております。

(資産)

総資産は前連結会計年度末に比べ663百万円増加し、26,030百万円となりました。主な変動要因は、建設仮勘定

の増加250百万円、投資有価証券の増加457百万円であります。

(負債)

負債は前連結会計年度末に比べ370百万円増加し、6,508百万円となりました。主な変動要因は、営業債務の増加

593百万円、流動負債その他に含まれる未払金の増加113百万円及び設備関係債務の減少352百万円であります。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ292百万円増加し、19,521百万円となりました。主な変動要因は、利益剰余金

の増加56百万円、その他有価証券評価差額金の増加165百万円であります。これらの結果、自己資本比率は前連結

会計年度末に比べ0.8ポイント下降し、75.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月10日の平成29年３月期決算発表時に公表しまし

た業績予想から変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,634 11,755

受取手形及び売掛金 4,102 3,941

電子記録債権 226 387

商品及び製品 600 663

仕掛品 434 440

原材料及び貯蔵品 539 581

繰延税金資産 186 191

その他 405 156

貸倒引当金 △13 △13

流動資産合計 18,117 18,102

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,731 2,768

機械装置及び運搬具（純額） 1,586 1,528

土地 791 791

建設仮勘定 654 904

その他（純額） 143 132

有形固定資産合計 5,908 6,125

無形固定資産

ソフトウエア 83 72

ソフトウエア仮勘定 4 21

その他 43 44

無形固定資産合計 131 138

投資その他の資産

投資有価証券 1,064 1,521

その他 319 317

貸倒引当金 △174 △175

投資その他の資産合計 1,208 1,663

固定資産合計 7,248 7,927

資産合計 25,366 26,030
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 849 1,354

電子記録債務 1,721 1,809

未払法人税等 91 70

賞与引当金 240 242

その他 976 704

流動負債合計 3,878 4,180

固定負債

退職給付に係る負債 1,997 2,011

長期預り金 80 100

繰延税金負債 158 193

その他 22 21

固定負債合計 2,258 2,327

負債合計 6,137 6,508

純資産の部

株主資本

資本金 3,274 3,274

資本剰余金 3,427 3,427

利益剰余金 13,596 13,653

自己株式 △1,170 △1,170

株主資本合計 19,127 19,184

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 382 548

為替換算調整勘定 19 58

退職給付に係る調整累計額 △300 △269

その他の包括利益累計額合計 101 337

純資産合計 19,229 19,521

負債純資産合計 25,366 26,030
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 7,783 7,351

売上原価 5,677 5,465

売上総利益 2,106 1,885

販売費及び一般管理費 1,885 1,709

営業利益 220 176

営業外収益

受取利息 5 6

受取配当金 11 10

受取手数料 8 2

物品売却益 1 1

為替差益 - 24

その他 8 11

営業外収益合計 36 55

営業外費用

支払利息 0 0

支払補償費 12 1

為替差損 170 -

その他 9 0

営業外費用合計 193 1

経常利益 63 230

特別利益

投資有価証券売却益 - 0

特別利益合計 - 0

特別損失

固定資産売却損 7 -

固定資産廃棄損 2 1

投資有価証券評価損 1 0

和解金 - 27

特別損失合計 11 29

税金等調整前四半期純利益 51 200

法人税等 21 43

四半期純利益 29 156

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 29 156

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11 165

為替換算調整勘定 △192 39

退職給付に係る調整額 39 30

その他の包括利益合計 △141 235

四半期包括利益 △111 392

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △111 392

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

決算短信（宝印刷） 2017年10月30日 13時59分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社きもと(7908) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

４．その他

（販売の状況）

事業区分

前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

(参考)前連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

外部顧客への
売上高

（百万円）

前年同四半期
増減率
（％）

外部顧客への
売上高

（百万円）

前年同四半期
増減率
（％）

外部顧客への
売上高

（百万円）

前連結会計年度
増減率
（％）

フィルム 7,057 △6.9 6,746 △4.4 13,989 0.3

データキッチン 183 20.2 146 △20.4 496 25.0

コンサルティング 2 △54.7 7 222.9 15 92.9

その他 540 △7.1 451 △16.6 1,106 △11.3

合 計 7,783 △6.5 7,351 △5.6 15,606 0.1

(注)上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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